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―学び舎を背に、それぞれの道へ―

平成２７年度相良中学校卒業式

Pick Up Person!

人吉球磨の歴史案内人、山下莉央さん

様 な々分野で相良人が活躍

功績を称えて
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平成２７年度相良中学校卒業式

希望と誇りを胸に、巣立ちのとき

の
方
々
に
感
謝
。
ま
た
、
最
高
の
中
学
校
生
活

を
く
れ
た
友
人
へ
、
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら

も
相
良
中
学
校
で
過
ご
し
た
こ
と
を
誇
り
に
生

き
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
後
は
教
室
に
戻
り
、
最
後
の
学
活
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
恩
師
か
ら
の
激
励
の
言
葉
や
、
卒

業
生
か
ら
家
族
へ
手
紙
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
卒

業
生
も
保
護
者
も
涙
を
見
せ
、
充
実
し
た
中
学

校
生
活
を
象
徴
す
る
場
面
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
14
日（
月
）、
相
良
中
学
校（
桑
原
弘
幸

校
長
）に
て
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
男
子
28
名
、

女
子
30
名
の
計
58
名
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
授
与
で
は
、
卒
業
生
は
自
分
の
名

前
が
呼
ば
れ
る
と
元
気
よ
く
返
事
を
し
、「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
ハ
キ
ハ
キ
し
た
声

で
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

桑
原
校
長
よ
り
、「
君
た
ち
の
元
気
な
あ
い

さ
つ
と
文
武
両
道
の
精
神
は
我
が
校
の
誇
り
。

こ
れ
か
ら
も
、
校
訓
で
あ
る
自
主
・
友
愛
・
勤

労
の
精
神
を
大
切
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
活

躍
を
願
っ
て
い
る
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
德
田
村
長
よ
り
、
一
日
一
日
を
前
向

き
に
過
ご
す
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
、
中
村
勇
斗
く
ん（
松

葉
）が
、「
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
恩
師
、
地
域

卒業証書授与

証書は四浦和紙保存会から贈呈された和紙で
作られている

後輩へ、恩師へ、そして家族へ
感謝をこめて贈る歌
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記念のジャンピングポーズ！

右手を
ご覧

ください !

Pick Up Person!

山
下 

莉
央 

さ
ん
（
並
木
野
）

山下　莉央（やました・りお）
ことし３月に球磨商業高校
総合ビジネス科を卒業。
趣味の料理を生かし、４月
からは栄養士を目指して
福岡の短期大学に進学する。

Profile

　

人
吉
球
磨
の〝
相
良
７
０
０
年
の
物
語
〟

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け

て
球
磨
商
業
高
校
３
年
生
が
バ
ス
ツ
ア
ー

を
企
画
し
ま
し
た
。　
　

　

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
一
人

が
、
今
回
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
山
下
莉
央

さ
ん（
18
）で
す
。

　

山
下
さ
ん
は
３
年
生
の
選
択
授
業
で
、

日
本
遺
産
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
環
で
、
２

月
18
日（
木
）・
19
日（
金
）
に
九
州
大
学

の
留
学
生
10
人
を
対
象
に
「
人
吉
球
磨

ジ
ャ
パ
ン
ヘ
リ
テ
ー
ジ
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

２
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
ガ
イ
ド
を
務
め
、
認
定
さ

れ
た
人
吉
球
磨
の
物
語
を
紙
芝
居
で
説
明

し
た
り
、
人
吉
城
跡
や
寺
社
な
ど
を
案
内

し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
終
え
て
、
山
下
さ

ん
は
振
り
返
り
ま
す
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
面
で
今
ま
で
の
ツ
ア
ー
に
な
い

苦
労
が
あ
っ
た
が
、
意
見
交
換
会
で
は
、

「
楽
し
か
っ
た
」、「
友
達
を
連
れ
て
ま
た

来
た
い
」
な
ど
の
感
想
を
貰
え
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
。
特
に
、
こ
た
つ
船
で
の
球

磨
川
下
り
が
好
評
だ
っ
た
。」

　

ま
た
、
１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、

「
そ
れ
ま
で
は
歴
史
が
特
段
好
き
と
い
う
わ

け
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
１
年
間
で
と

て
も
好
き
に
な
り
、
郷
土
愛
が
深
ま
っ
た
。

ま
た
、
ツ
ア
ー
で
培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
時
間
配
分
の
大
切
さ
な
ど

は
今
後
も
生
か
さ
れ
る
場
面
が
出
て
く
る

と
思
う
。
こ
の
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
も
大

事
に
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

人
吉
球
磨
の
歴
史
に
触
れ
て
、
充
実
し

た
１
年
を
過
ご
し
た
山
下
さ
ん
。
４
月
か

ら
新
生
活
を
迎
え
る
彼
女
に
と
っ
て
、
大

き
な
糧か
て

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

山下さんの主な活動歴
・人吉球磨の日本遺産をテーマにした日帰りバスツアー（７月）
・あさぎり町の日本遺産構成文化財を巡る
　「ふるさと発見ツアー」（11 月）
・外国人を対象にしたモニターツアー（２月）
・特設ホームページ、フェイスブックの作成

これらの活動が評価され、11 月に青森県で開催された
全国高等学校生徒商業研究発表大会で優良賞を獲得した。

魅力　伝　える女子高生ガイド人吉
球磨の

言
葉
の
壁
、そ
れ
で
も
貰
え
た

　
　
　「
楽
し
か
っ
た
」
の
声

人吉城跡を案内する山下さん



3

各分野での活躍
が賞され、表彰
を受けた皆さん
を紹介します。

功
績
を
称
え
て

　

２
月
15
日（
月
）、
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連

本
館
に
て
、
平
成
27
年
度
熊
本
県
茶
振

興
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
大
会

に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
熊
本
県
茶
品

評
会
及
び
熊
本
県
経
済
連
茶
生
産
流
通

協
議
会
茶
共
進
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
相

良
村
の
茶
生
産
者
の
方
々
が
多
数
上
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

茶
品
評
会
で
は
、
最
高
賞
の
農
林
水

産
大
臣
賞
を
岩
見
晴
雄
さ
ん（
朝
の
迫
）

が
初
受
賞
し
、
３
年
連
続
で
相
良
村
か

ら
受
賞
者
を
出
す
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

　

そ
の
栄
誉
を
称
え
て
、
17
日（
水
）、

く
ま
農
業
活
性
化
協
議
会
茶
業
部
会
か

ら
記
念
の
盾
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
岩

見
さ
ん
は
、「
茶
業
を
始
め
て
20
年
。

や
っ
と
受
賞
で
き
た
と
い
う
気
持
ち
。

毎
年
こ
の
賞
を
も
ら
え
る
よ
う
切
磋
琢

磨
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
良
村
が
３
年
連
続
で
産
地
賞

※
を
受
賞
、
茶
共
進
会
に
て
山
村
孝
行
さ

ん（
上
四
浦
）が
蒸
製
玉
緑
茶
の
部
で
特
等

を
受
賞
す
る
な
ど
、
相
良
村
の
お
茶
の
品

質
の
高
さ
を
証
明
し
ま
し
た
。

※
産
地
賞
…
５
点
以
上
出
品
が
あ
っ
た
市
町
村

の
う
ち
、
上
位
３
点
の
合
計
点
が
最
も
高
い

市
町
村
に
贈
ら
れ
る
。

岩見さん（左）は球磨茶業青年部会長を務め、
お茶のＰＲ活動にも尽力している

全
国
茶
商
工
業
協
同
組
合

連
合
会
理
事
長
賞　

荒
茶
の
部
　
茶
種
：
普
通
煎
茶

　
赤
坂
　
英
保

会
長
賞　

個
人
賞

⑴
荒
茶
の
部
　
茶
種
：
普
通
煎
茶

　
一
等
　
岩
見
　
晴
雄

　
二
等
　
宮
﨑
　
雄
二

　
三
等
　
赤
坂
　
英
保

⑵
茶
園
の
部

　
二
等
　
赤
坂
　
英
保

　
　
　
　
川
上
　
誠
一

産
地
賞

　
相
良
村
　

農
林
水
産
大
臣
賞

　
荒
茶
の
部
　
茶
種
：
普
通
煎
茶

　
岩
見
　
晴
雄
　

九
州
農
政
局
長
賞

　
茶
園
の
部
　
品
種
：
さ
え
み
ど
り

　
赤
坂
　
英
保

熊
本
県
知
事
賞

　
⑴
荒
茶
の
部
　
茶
種
：
普
通
煎
茶

　
　
宮
﨑
　
雄
二

　
⑵
茶
園
の
部
　
品
種
：
や
ぶ
き
た

　
　
川
上
　
誠
一

　
　

茶
品
評
会

平成２７年度熊本県茶振興大会
農林水産大臣賞に岩見晴雄さん

入賞した生産者の皆さん
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１
．村
民
の
健
康
・
体
力

　
　

づ
く
り
に
尽
力

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

山
下
哲
也
さ
ん

　

阿
蘇
市
に
て
開
催
さ
れ
た
、
平
成
27

年
度
第
54
回
熊
本
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
研
修
大
会
に
お
い
て
、
山
下
哲
也
さ

ん（
並
木
野
）が
熊
本
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
相
良
村
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
村
民
の
健
康
・
体
力
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

２
．永
年
の
活
動
を
称
え
て

緒
方
浩
美
選
管
委
員
長
に

総
務
大
臣
感
謝
状

　

相
良
村
選
挙
管
理
委
員
長
の
緒
方
浩
美

さ
ん（
並
木
野
）が
、
選
挙
関
係
功
労
者

表
彰
と
し
て
、
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

緒
方
さ
ん
は
選
管
委
員
を
４
期
16
年

務
め
上
げ
、
平
成
19
年
か
ら
は
委
員
長

と
し
て
、
選
挙
管
理
・
啓
発
運
動
に
従

事
し
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

緒
方
さ
ん
は
、
５
期
目
と
な
る
こ
と

し
も
委
員
長
と
し
て
、
今
月
に
行
わ
れ

た
相
良
村
長
選
挙
の
公
正
な
運
営
に
寄

与
し
ま
し
た
。

３
．調
査
員
と
し
て

　
　

統
計
調
査
に
貢
献

一
村
和
也
さ
ん
に

農
林
水
産
大
臣
表
彰

　

２
月
10
日（
水
）、
熊
本
県
庁
に
て
平
成

27
年
度
熊
本
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
一
村
和
也
さ
ん（
並
木
野
）が

農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
林
業
の
生
産
構
造
や
就

業
構
造
の
実
態
を
調
査
す
る
２
０
１
５

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
、
調
査

員
と
し
て
正
確
な
調
査
に
貢
献
し
た
こ

と
を
賞
す
る
も
の
で
す
。

　

一
村
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
。
今
後

も
様
々
な
統
計
調
査
で
世
帯
を
訪
問
す

る
機
会
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

４
．児
童
の
自
主
性
育
む

　
　

教
育
が
評
価

教
育
論
文
特
別
賞
に南

小
永
田
教
諭

　

２
月
17
日（
水
）、
人
吉
市
教
育
委
員

会
及
び
球
磨
郡
町
村
教
育
委
員
会
連
絡

協
議
会
主
催
の
平
成
27
年
度
教
育
論
文

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
相
良
南
小
学
校

の
永
田
あ
と
り
教
諭
が
特
別
賞
を
受
賞

一村さんは今後、平成28年
６月に行われる経済センサス
―活動調査に従事する

　

茶
共
進
会

個
人
賞

　
蒸
製
玉
緑
茶
の
部

　
特
等
　
山
村
　
孝
行

　
一
等
　
福
岡
　
利
幸

熊
本
県
茶
商
業
協
同
組
合
理
事
長
賞

　
茶
種
：
蒸
製
玉
緑
茶

　
山
村
　
孝
行

共
販
賞

■
優
秀
賞

　

野
　
隆
一

　
松
山
　
剛

　
赤
坂
　
優
二

■
優
良
賞

　
松
田
　
邦
男

　
福
岡
　
利
幸

　
津
下
　
静
夫

　
大
場
　
博
文

　
宮
原
　
章
知

産
地
賞　

　
一
位
　
球
磨
地
域

山下さんをはじめ現在９名の
スポーツ推進委員が活動して
いる

緒方さんは、今月27日（日）に
投票日を迎える熊本県知事選挙
の投票率向上に期待を寄せる
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し
ま
し
た
。『「
自
ら
学
び
続
け
る
」
児

童
の
育
成
』
を
論
題
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
指
導
の
実
践
を
論
じ
、
質
の
高

い
教
育
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
田
教
諭
は
、「
自
分
が
実
践
し
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
嬉
し
い
。
こ
れ

に
甘
ん
じ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

実
践
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

５
．読
書
環
境
の
充
実
に
寄
与

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ど
ん
ぐ
り
の
会

　

相
良
村
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ど
ん
ぐ
り
の
会
が
、
平
成
27
年
度
熊
本

県
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
読
書
活
動
を
通

じ
て
会
員
間
の
相
互
理
解
と
親
睦
を
深

め
、
ま
た
、
地
域
や
子
ど
も
た
ち
の
読

書
環
境
の
創
出
に
貢
献
す
る
団
体
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

　

ど
ん
ぐ
り
の
会
は
平
成
14
年
の
結
成

以
来
、「
お
話
が
大
好
き
な
子
、
絵
本
が

大
好
き
な
子
、
読
書
が
大
好
き
な
子
」

を
育
て
る
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
相
良
村
内
各
地
域
の
公
民
館
・

学
校
な
ど
で
の
読
み
聞
か
せ
や
、
村
の

文
化
祭
で
の
朗
読
劇
、
図
書
コ
ー
ナ
ー

の
整
理
な
ど
、
幅
広
い
世
代
の
読
書
活

動
推
進
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
て
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

６
．地
域
の
防
火
啓
発
に
貢
献

相
良
村
女
性
消
防
隊
に
感
謝
状

　

３
月
７
日（
月
）の
消
防
記
念
日
に
あ

わ
せ
て
、
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
に
お

い
て
相
良
村
女
性
消
防
隊
が
消
防
長
感

謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
救

急
処
置
の
指
導
や
、
保
育
園
を
対
象
に

し
た
防
火
紙
芝
居
の
披
露
な
ど
、
日
頃

の
防
火
啓
発
活
動
を
称
え
る
も
の
で
す
。

　

隊
員
の
黒
木
利
香
さ
ん（
上
川
下
）は
、

「
女
性
消
防
隊
が
活
動
で
き
る
の
は
、
下

球
磨
消
防
組
合
中
分
署
を
は
じ
め
関
係

機
関
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
ま

た
、
職
場
や
家
族
の
理
解
・
協
力
に
も

感
謝
し
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

７
．農
地
集
積
な
ど
の

　
　

実
績
に
多
大
な
評
価

村
農
委
と
会
長
髙
岡
さ
ん
に

農
林
水
産
大
臣
表
彰

　

３
月
８
日（
火
）、相
良
村
農
業
委
員
会

と
同
会
会
長
髙
岡
重
盛
さ
ん（
下
四
浦
）

が
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
農
地
集
積
・
耕
作
放

棄
地
・
農
業
振
興
の
３
つ
の
対
策
チ
ー

ム
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
機
能
的
に
活
動

し
、
と
り
わ
け
高
原
、
永
坂
・
七
折
地

区
の
農
地
集
積
事
業
の
実
績
は
他
市
町

村
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
髙
岡
会

長
は
、「
名
誉
な
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き

て
光
栄
。
し
か
し
、
担
い
手
不
足
な
ど

課
題
が
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
機
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

髙
岡
農
業
委
員
会
会
長
（
中
央
）

廣
末
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
左
）

永田教諭は南小に着任して５年
今年度は４年１組35名の児童
を受け持った

表彰式は２月 24 日（水）に熊本県立図書館で行われ、
代表の桑原道子さん（松葉）が表彰状を受け取った

女性消防隊は現在12名で活動
している
隊員随時募集中

髙岡会長は相良村「人・農地プラン」検討会副会長、
村議会議員も務め、農家としても 50 年のキャリアを持つ



Sagara  village  monthly topics

6

次のランナーにタスキを繋ぐ椎葉くん（左）

球磨郡が上位入賞！
郡市対抗熊日男子駅伝大会14

2

　２月１４日（日）、「第４２回郡市対抗熊日駅伝大
会」が天草市役所前から熊本市中央区のびぷれす
熊日会館前までの１４区間１０５.４㎞のコースで
行われました。１９チームが出場し、上位争いで
球磨郡も白熱したレースを展開しました。
　球磨郡代表として、中学生区間に相良中学校よ
り、３年椎葉勇斗くん（上川上）、２年永井智久
くん（平原）、１年山路駿くん（新村）が選出されま
した。第５区（３.７㎞）を永井くんが１１分５１秒、
第１１区（４.６㎞）を椎葉くんが１５分１４秒のタ
イムで力走しました。球磨郡は５時間２９分０４
秒で昨年に引き続き３位という結果でした。

　相良北小学校で２月１０日（水）、４月に入学予定
の４人の園児に対し、体験入学が行われました。
　北小生が先生となり、学校生活の様子をクイズ
やゲームを交えて説明しました。
　２年生は、授業や学校行事の様子をパワーポイ
ントで説明し、４年生は、タブレットやパソコン
の使い方を丁寧に教えました。５・６年生は、「じゃ
んけん列車」や「漢字の読みあてクイズ」などを
通して楽しく授業を行いました。
　新入生の近松桜

さくら
来ちゃん（中四浦）は、「１年生になっ

たら漢字の勉強を頑張りたい」と感想を述べました。

４年生が親切にパソコンを教える
新入生は興味津々

小学校ってどんなところ？
北小学校で新入生児童体験入学10

2

味が偏らないよう少量ずつ回し注ぐ

お茶の奥深さを体験
南小３年生に「お茶教室」5

2

　相良南小学校で２月５日（金）、３年生を対象に
「美味しいお茶の淹

い
れ方教室」が開かれました。ＪＡ

くま茶業青年部や同部ＯＢから、９人の茶生産者
が講師を務め、児童らは様々な方法で飲み比べを
行い、お茶の奥深さを体験しました。
　ペットボトルのお茶と急須で淹れたお茶を飲み比
べる場面では、「急須で淹れたお茶は色がキレイ。
味も、飲んだ後もおいしさがずっと続く」といった
声が上がるなど、お茶本来の味に感動していました。
　他にも、茶葉や湯温による味の違いを、飲み比
べを通して体験し、地元の特産品である「茶」へ
の理解を深めました。

　２月３日（水）の節分の日に、相良南小学校５年
生が恵方巻き作りに挑戦しました。これは、JA く
ま相良支部女性部の皆さんが食育の一環として毎
年行っているものです。
　使用したお米は昨年６月に５年生が田植えし、
１０月に収穫したもので、具材のシイタケやニン
ジンなどは相良村産のものを使用しました。
　恵方巻きが途切れないよう、息を合わせて慎重
に具材を巻いていき、長い長い恵方巻きを完成さ
せました。
　参加した山下美

りおん
音さんは、「巻く作業が難しかっ

たけど、食材を並べるのが楽しかった」と感想を
述べました。

完成した恵方巻きは約７ｍもの長さになった

長～い恵方巻きを作りました！
JAくま女性部出前授業3

2
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永井氏は相良村四浦（初神）出身。遺跡の発掘調査や
民俗文化の研究に携わる

２月２５日（木）、多良木町教育委員会の永井孝宏
氏を講師に迎え、相良村青年団主催の文化財講演
会が開催されました。
　永井氏は、人吉球磨の歴史が日本遺産に認定さ
れた今、これを地方創生に繋げるチャンスと主張
し、歴史を再体験する観光プラン（ヘリテージツー
リズム）を紹介しました。
　その中で「日本最古のお茶を再現する」という
提案がありました。これは、初神や田代が日本最古
の茶生産地であることを証明するおよそ８００年前
の文書が残っており、これを強みに当時のお茶を
再現して観光客に飲んでもらう、というものです。
参加者からは「なるほど」、「おもしろい」といった
声が上がり、関心深く講演に耳を傾けていました。

　２月２６日（金）、平成２７年度相良中学校立志式
が行われ、２年生４２名が誓いを新たにしました。
　第１部では、九州ルーテル学院大学の大畑誠也
客員教授より、「大きな声で挨拶しよう」の演題で
講話が行われました。講話において大畑氏は、人
間関係作りにおける挨拶・返事の大切さを、自ら
の経験を交えて生徒や保護者に伝えました。
　第２部では、「立志の誓い」として、２年生一人
ひとりが自分の欠点を述べ、それを克服するため
の目標を、漢字１文字に表して発表しました。い
つもより大人びて見える我が子の姿に、保護者ら
は感慨深げな様子でした。

「救」「清」「続」「正」…
自分自身を冷静に見つめ直して選んだ文字の数々

日本遺産は地方創生のチャンス！
永井氏による文化財講演会

誓いを１文字に込めて
平成27年度相良中学校立志式26

2
25

2

おいしい給食に話も箸もすすむ

　２月１６日（火）、北小学校の学校応援団の方々
を招いて給食の試食会が行われました。
　学校応援団は四浦地区の住民２２名で構成さ
れ、児童の登下校の見守りや茶畑の管理など、安
全安心な学校生活に寄与しています。
　その感謝を込めて、今回の試食会が行われまし
た。登校班長の３名の児童から、「毎日学校まで
送ってくれてありがとうございます」とお礼の言
葉が贈られました。
　給食の試食では、応援団の皆さんは久しぶりの
給食を懐かしみ、児童との楽しい時間を満喫して
いました。応援団の北川孝子さん（中四浦）は、「給
食がおいしくて、賑やかで楽しい。これからも子ど
もたちとの登下校が楽しみ」と感想を述べました。

　２月２１日（日）、南小学校体育館にて平成２７
年度相良南小学校学習発表会が開催されました。
　館内には児童らの習字や図工作品、理科の自由
研究などが展示され、力作の数々に来場者は魅
入っていました。
　発表の部では、総合的な学習の時間や社会の授
業などで勉強してきた成果を、劇などを交えて学
年ごとに発表しました。
　初めての学習発表会となる１年生は、「おむすび
ころりん」をアレンジしたかわいい劇で、会場を
湧かせました。
　５年生は米作りや環境学習、自動車づくりを、ドラ
えもんをモチーフにした劇でユニークに発表しました。
　各学年工夫を凝らした内容で、学習の成果を発
揮しました。

２年生は息の合った「さがらっ子太鼓」を披露

日頃の感謝を込めて
北小学校応援団に給食の試食会16

2工夫凝らした発表と作品
相良南小学校学習発表会21

2
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４月からは水俣警察署津奈木駐在所に赴任する

「
２
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！
」

　

こ
の
度
、
３
月
を
も
っ
て
相
良
村
へ
の

派
遣
期
間
が
終
了
し
、
県
庁
に
戻
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
役

場
職
員
の
方
々
を
始
め
、
多
く
の
村
民
の

皆
様
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

役
場
で
は
保
健
福
祉
行
政
に
携
わ
り
、

戸
惑
い
や
悩
み
も
あ
り
ま
し
た
が
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
方
々
を
「
自

助
」・「
互
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
地
域
で
包
括
的
に
支
え

る
「
地
域
包
括
ケ
ア（
地
域
づ
く
り
）」
の

構
築
に
向
け
て
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
支
援
や
介
護
予
防
事
業
の
再
構
築
・

見
直
し
・
方
向
付
け
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
心
温
か
い
地
域
の
方
々
と
直
接
触

れ
合
う
機
会
も
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
新

鮮
で
印
象
深
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
今
後
の
業
務
に
生
か
し
、

少
し
で
も
相
良
村
に
還
元
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、村
民
の
方
（々「
自
助
」・「
互
助
」）

と
役
場（「
共
助
」・「
公
助
」）が
互
い
を
高

め
合
っ
て
、
よ
り
よ
い
『
相
良
村
』
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

２
年
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！

村
民
の
皆
さ
ま
へ

武
富
　
強

相
良
村
保
健
福
祉
課
主
幹

▼
熊
本
県

熊本県の人材派遣交流事業に
より、相良村に出向していた
武富保健福祉課主幹が、２年
間の派遣期間を終え県庁に戻
ることとなりました。
武富主幹より村民の皆さま
へ、お礼の言葉を掲載します。

　人吉警察署深水駐在所の福本潤巡査部長が、

６年間の勤務を終え相良村を離れることとなりま

した。

　福本さんは昭和３９年生まれの５２歳で、警察

官になってことしで３４年。豊富なキャリアで相

良村の安全安心な暮らしを支えてきました。

　福本さんはこれまでを振り返り、「印象に残っ

ているのは２０１２年の九州北部豪雨。孤立した

椎葉集落に行くのが大変だった。幸い死亡者も出

ず、本当に良かったと思っている。また、空き巣

泥棒を村民の方々と協力して逮捕したこともあっ

た。皆さんの協力には大変感謝している」と語り

ました。

　最後に村民の方々へ、「これまで、家族ともど

も大変お世話になりました。飲み会にも参加させ

てもらってありがとうございます。皆さんとの語

らいはとても楽しかったです。これからもどうぞ

ご無事で、健康に過ごしてください」とメッセー

ジを送りました。

深水駐在所からのおしらせ

６年間
お世話になりました
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春
風
の
心
地
よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
春
は
気
分
も
楽
し
く
な
り
、
お
し
ゃ
べ

り
や
外
出
も
し
た
く
な
り
ま
す
ね
。

　
ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

子
育
て
の
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
た
り
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
を
し
て
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　
４
月
は
、
早
速
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
や

遊
び
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
友
達
を

誘
っ
て
、
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
保
健
福
祉
課

　
福
祉
係

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
３
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
市
役
所

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日

　
〈
金
曜
日
〉

　
　
１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
６
日
・
20
日

○
錦
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
13
日
・
27
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
４
月
分
〉

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り

障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

　

障
害
者
差
別
解
消
法
で
い
う
差
別
と

は
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と
「
合

理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」
で
す
。

例
え
ば

■
障
が
い
が
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
れ
な
い

■
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い

■
車
椅
子
だ
か
ら
と
い
っ
て
お
店
に
入
れ

な
い

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
障
害
の
な
い
人

と
違
う
扱
い
を
受
け
て
い
る
の
で
、「
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
」
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
他
に
方
法
が
な
い
場

合
な
ど
は
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
に

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
は

会
社
や
お
店
、
役
所
な
ど
で
禁
止
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い

る
と
き
に
、
そ
の
人
の
障
害
に
合
っ
た
必

要
な
工
夫
や
や
り
方
を
相
手
に
伝
え
て
、

行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
合
理
的
配
慮
と
い

い
ま
す
。
障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
会
社

や
お
店
、
役
所
な
ど
が
障
害
の
あ
る
人
に

「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」
も
差
別

に
な
り
ま
す
。

■日時／４月２０日（水）９：３0より開放
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、15日（金）までお知らせください。

の保健福
祉

ひろば

４月の小児科在宅当番医

３日㈰	公立多良木病院　小児科
10日㈰	人吉医療センター　小児科
17日㈰	やまむら医院
24日㈰	増田クリニック　小児科
29日㈷	たかはし小児科内科医院

４２－２５６０
２２－２１９１
４５－０００５
２２－３５７０
２４－２２２２

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）
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●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

保健福祉のひろば

　入院時の食事代は、医療費とは別に１食あたり下表の標準負担額を自己負担し、残りは国保が負担すること
になっています。
　今回、一般加入者分のみ、２６０円から３６０円へ変更になります。

区　　　分 １食あたり標準負担額

一般加入者（下記以外の方） ２６０円	→	３６０円

国保加入者と世帯主の
住民税が非課税の世帯

９０日までの入院 ２１０円
変
更
な
し

９１日以上の入院 １６０円

７０歳以上７５歳未満の方で、かつ、
世帯主と国保加入者の所得が０円の方 １００円

【問合せ先】国保係

■前納制度（保険料の前払い）があります
　前納制度を利用し、現金で保険料を１年度分前納した場合、毎月払いと比べて３, ４６０円の割引となり、６
カ月分前納でも７９０円の割引になります。また、口座振替制度を利用すると、２年度分前納で１５, ６９０円、
１年度分前納で４, ０９０円、６カ月分前納で１, １１０円の割引となり、大変お得です。

　口座振替の引落方法は、（１）２年度分の前納（４月〜翌々年３月分）
　　　　　　　　　　　　（２）１年度分の前納（４月〜翌年３月分）
　　　　　　　　　　　　（３）６カ月分の前納（４月〜９月分、１０月〜翌年３月分）
　　　　　　　　　　　　（４）毎月（早割）　　※納付期限よりも１カ月早く振替
　　　　　　　　　　　　（５）毎月（割引なし）
　の５種類から選んでお申し込みいただくことができます。

■電話での年金相談窓口
　一般的な年金相談に関するお問い合わせ
　【ねんきんダイヤル】０５７０−０５−１１６５（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　０５０で始まる電話でおかけになる場合は０３−６７００−１１６５（一般電話）
　　　　　　　　　　　受付時間：・月曜日　　　午前８：３０〜午後７：００
　　　　　　　　　　　　　　　　・火〜金曜日　午前８：３０〜午後５：１５
　　　　　　　　　　　　　　　　・第 2土曜日　午前９：３０〜午後４：００
　　※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に午後７：００まで相談をお受けします。
　　※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日〜１月３日はご利用いただけません。

入院食事代が平成２８年４月１日から変更になります

平成２８年度の国民年金保険料額は、

　月額１６, ２６０円 となりました

国民年金のおしらせ

国民健康保険からのおしらせ
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保健福祉のひろば

　熊本県後期高齢者医療広域連合では２年ごとの保険料率の見直しにより、次の通り決定しました。
（平成２６・２７年度保険料率と同一です）

均等割額　47,900 円　　 　　所得割率　9.26 ％

保険料額（年額）＝均等割額＋所得割額｛（総所得金額など−３３万円）×所得割率｝
※年額５７万円が上限です。

平成２８年度は保険料軽減対象者が拡大します
　所得が低い方や被用者保険加入者（※）に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されます。

（※）被用者保険とは、協会けんぽ、健保組合、共済組合など

　所得が低い方の軽減　
■保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額などの合計額が

　　「基礎控除額（３３万円）」を超えない世帯で、被保険者全員の年金収入の
　　控除額をそれぞれ８０万円として計算したうえで所得が０円となる場合　　　　均等割額を９割軽減

　　「基礎控除額（３３万円）」を超えない世帯　　　　　　　　　　　　　　　　均等割額を８.５割軽減

　　「基礎控除額（３３万円）」＋「２６万円×世帯の被保険者数」を　　　　
　　超えない世帯（拡大）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　均等割額を５割軽減

　　「基礎控除額（３３万円）」＋「４７万円×世帯の被保険者数」を　　　　　　
均等割額を２割軽減　　超えない世帯（拡大）

　※総所得金額などの計算には、専従者控除、譲渡所得の特別控除は適用されません。

■保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
　　被保険者の総所得金額などが

　　「基礎控除（３３万円）」＋５８万円を超えない方　　　　　　　　　　　　　所
・
得
・
割
・
額
・
を５割軽減

　後期高齢者医療保険料の納め方について　
　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収（納付書又は口座振替）により納める
ことになります。

■特別徴収の方　平成２８年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。
　　　　　　　　※申し出により口座振替へ変更することができます。

■普通徴収の方　平成２８年７月より納付書又は口座振替により保険料を納めていただきます。

【問合せ先】国保係

平成２８・２９年度の保険料率が決定しました
後期高齢者医療被保険者の皆さまへ
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保健福祉のひろば

　相良村では、生まれたすぐから、満１５歳に達する日以後の最初の３月３１日までの子どもの医療費を助成
する「相良村子ども医療費助成制度」があります。
　該当する子どもをお持ちの保護者の方（受給者）は、新しく誕生した場合と、村外から転入された場合は新規
の申請をお願いします。
　申請のあった子どもには「受給者証」が発行されますので、お手元にない方は役場までお問合わせください。

　■新規申し込みに必要なもの
　　①子どもの保険証　　　　　　　　②保護者（受給者）の印鑑
　　③保護者（受給者）の口座情報　　　④保護者（受給者）の個人番号（マイナンバー）
　　⑤保護者（受給者）の課税証明書（転入の場合のみ）

※①子どもの保険証は、出生の場合できるまでに時間がかかると思いますので、出来上がり次第申請ください。

受給対象者（子ども）に次のことが
生じた場合は、必ず村まで届け出
てください。

（１）住所・氏名を変更したとき。
（２）加入保険が変更になったとき。
（３）生活保護を受けるようになったとき。
（４）その他届出事項に変更があったとき。

【問合せおよび申請受付】保健係（役場隣ふれあいセンター内）

　このたび、中村典子さん（初神）が法務大臣から人権擁護委員に委嘱されま
した。

■人権擁護委員はあなたの相談相手です。
　人権擁護委員の仕事は
・常設相談所又は特設相談所において、面談又は電話による人権相談に応
じること。
・国民一人一人の人権意識を高めるため、様々な人権啓発活動を行うこと。
・相談などにおいて、被害者から「人権を侵害された」という申
告があった場合には、法務局の職員と協力して、人権侵犯事件
の調査・処理に携わり、当事者の利害・主張の調整を行うなど、
事案の円満な解決を図ることなどです。

　相談は無料で秘密は守られます。

【問合せ先】戸籍係

相良村子ども医療費助成制度の申請をお忘れなく！

人権擁護委員が委嘱されました

中村 典子 さん
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■
試
験
の
種
類

・
甲
種

・
乙
種　

第
１
類
～
第
６
類

・
丙
種

■
試
験
日

　

平
成
28
年
６
月
12
日（
日
）

■
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

平
成
28
年
４
月
14
日（
木
）～

　

４
月
21
日（
木
）

・
電
子
申
請

　

平
成
28
年
４
月
11
日（
月
）～

　

４
月
18
日（
月
）

■
試
験
地

　

熊
本
市
・
八
代
市
・
天
草
市
・

　

玉
名
市

※
詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部
・
熊
本
市
消

防
局
・
熊
本
県
下
消
防
本
部
・

熊
本
県
総
務
部
市
町
村
税
務
局

消
防
保
安
課

■
問
合
せ

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６

−

３
６
４

−

５
０
０
５

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、

電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚

や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
が
一
鯉
の
ぼ
り
や
釣

り
糸
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合

は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お

近
く
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

九
州
電
力
株
式
会
社
人
吉
営
業
所

☎
０
１
２
０

−

９
８
６

−

６
０
８

　

当
事
業
は
、
障
害
者
総
合
支
援

法
に
よ
る
意
思
疎
通
支
援
を
担
う
手

話
通
訳
者
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

　

手
話
通
訳
者
が
増
え
る
こ
と
は

地
域
の
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
発
展

に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

手
話
通
訳
者
に
な
り
た
い
方
は

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
講
座
の
内
容

・
入
門
課
程（
18
回
程
度
）

平
成
28
年
４
月
13
日
～
８
月
10
日

毎
週
水
曜　

19
時
～
21
時

・
基
礎
課
程（
27
日
程
度
）

　

平
成
28
年
９
月
７
日
～

　

平
成
29
年
３
月
29
日

　

毎
週
水
曜
日　

19
時
～
21
時

■
会
場　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

■
受
講
料　

無
料　

※
テ
キ
ス
ト
料
な
ど
は
自
己
負

担（
約
７
１
４
０
円
）

■
受
講
申
込

会
場
で
テ
キ
ス
ト
料
を
添
え
て

申
し
込
み

■
問
合
せ

一
般
財
団
法
人　

熊
本
県
ろ
う

者
福
祉
協
会

担
当　

松
永

☎
０
９
６

−

３
８
３

−

５
５
８
７

　

年
間
10
回
程
度
の
講
座
で
、
毎

回
テ
ー
マ
は
異
な
り
ま
す
。
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
学

ぶ
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
入
学
資
格

人
吉
球
磨
に
居
住
し
て
い
る
60

歳
以
上
の
方

■
講
座
内
容

地
域
の
歴
史
お
よ
び
文
化
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
・
健
康
づ
く

り
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

■
時
間

　

原
則
毎
月
第
３
月
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー  

他

■
定
員　

１
０
０
名
程
度

■
受
講
料

　

年　

額　

５
，０
０
０
円

　

入
学
金　

１
，０
０
０
円

■
申
込
み
方
法

　

は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
連
絡
方
法（
電
話

な
ど
）を
記
入
し
、
４
月
20
日

ま
で
に
さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
送
付
先
】

　

〒
８
６
８

−

０
０
５
７

　

人
吉
市
土
手
町
１
９

−

２

　

さ
わ
や
か
大
学
事
務
局  

永
井
方

■
問
合
せ

さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

☎
０
９
６
６

−

２
２

−

３
４
４
４

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
左
記
の
と
お
り
講
習
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間

　

平
成
28
年
４
月
18
日（
月
）～

　

５
月
10
日（
火
）

■
受
講
定
員　

40
名

■
受
講
料　

１
５
，０
０
０
円

■
受
講
対
象
者

小
型
車
両
系
建
設
機
械（
機
体

質
量
３
ト
ン
未
満
）の
運
転
業

務
に
従
事
す
る
18
歳
以
上
の
者

■
申
込
先

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

■
講
習
日

　
【
学
科
】平
成
28
年
５
月
17
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時

　
【
実
技
】平
成
28
年
５
月
18
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時　
　
　
　

■
場
所

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

全
日
程
を
修
了
し
た
方
に
は
、

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

職
業
訓
練
法
人

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
６

−

２
２

−

２
４
７
５

おしらせ
試
験

募
集

お
し
ら
せ

平
成
28
年
度
第
１
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

受
講
生
募
集

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か

大
学
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

小
型
車
両
系
建
設
機
械

（
機
体
質
量
３
ト
ン
未
満
）

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
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日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
●家庭の日 ◆母子健康手帳

　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

●総合体育館休館日

●春の全国
　交通安全運動
　（15日まで）

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

●村内小中学校
　始業式

10 11 12 13 14 15 16
●村内小中学校
　入学式
　南・北小学校
　　10:00 ～
　中学校
　　13:30 ～
●総合体育館休館日

◆７か月児育児
　学級（相良会場）
　（H27.9月生）

◆こころの健康
　相談（要予約）

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

17 18 19 20 21 22 23
◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

●総合体育館休館日

◆ちゃちゃクラブ ◆３～４か月児
　健診（山江会場）
（H27.12.6 ～
　H28.1.5生）
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

◆こころの健康
　相談（要予約）

24 25 26 27 28 29 30
◆１歳６か月健診
（H26.7～9月生）

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後7時まで

●昭和の日
●ふれあいゴルフ
　集合8:00
　開始9:00
　チェリーゴルフ
　人吉コース
●こども読書まつり
　13:00～　総合
体育館２階ロビー●総合体育館休館日

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

★４月は国民健康保険税第１期の納付月です。納め忘れのないよう便利な
　口座振替のご利用を！
★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月２５日です。
　（２５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

４月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

マイバッグの普及を目指して
　　 　Ａコープさがら店にて
　　　 　　貸し出しエコバッグ贈呈式
　２月２４日（水）、人吉球磨地域レジ袋削減協議会より、貸し
出しエコバッグ４２４枚がＡコープさがら店に贈呈されました。
　これは、レジ袋削減・マイバッグ利用率向上を目指して、
買い物客がマイバッグを忘れたときにエコバッグを貸し出し、
次回来店時に返却してもらうものです。人吉球磨内では、Ａ
コープさがら店を含むレジ袋有料化協力店１１店舗に配布さ
れました。
　贈呈を受けた小柏一幸店長は、「本店ではレジ袋の利用が
年々削減できており、多くのお客様にマイバッグを利用いた
だいている。これを機にさらに利用率が高まれば」と期待を
述べました。
　贈呈式にはサガラッパも応援にかけつけ、啓発のチラシを
配布しました。

エコバッグを贈る
レジ袋削減協会長の愛甲一典あさぎり町長

エコバッグで
地球に
優しく !

使ったら
返却
してね !



村木/茶 村花/福寿草 村鳥/セキレイ

予
想
外
の
衝
撃
に
こ
の
表
情

晴
天
の
下
、
和
気
あ
い
あ
い
と
親
睦
を
深
め
た

相良村の人口と世帯

世帯数　1,665世帯（＋２）
男　　　2,232人　（±０）
女　　　2,457人　（△５）
計　　　4,689人　（△５）

（２月末現在）

※（　）内は、先月末との差です。
※外国人住民を含めた集計です。

交通事故ゼロを目指して  交通安全グラウンドゴルフ大会開催
　

人
吉
地
区
交
通
安
全
協
会
相
良
支

部
主
催
の
第
12
回
交
通
安
全
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
２
月
10
日（
水
）、

相
良
村
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
民
87
人
が
競
技
に
参
加
し
、
33

人
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
す
る

見
事
な
腕
前
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
親
睦
を
深

め
た
後
は
、
人
吉
警
察
署
の
協
力
に

よ
り
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー

と
い
う
機
械
に
乗
り
、
車
衝
突
時
の

衝
撃
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら

は
、
わ
ず
か
時
速
５
㎞
の
衝
突
で
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
時
で
も
大
き
な

衝
撃
が
あ
る
こ
と
に
と
て
も
驚
い
て

い
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
赤
コ
ー
ト
】

１
位　

川
邊　

朝
子（
松
葉
）
29
打

２
位　

畠
中　

政
治（
新
村
）
31
打

３
位　

川
邊　

恭
司（
松
葉
）
32
打

【
青
コ
ー
ト
】

１
位　

吉
松　

孝
雄（
松
葉
）
32
打

２
位　

西　

久
美
子（
松
葉
）
33
打

３
位　

緒
方　

浩
美（
並
木
野
）34
打

【
高
齢
者
賞
】

・
男
性

　

愛
甲　

敏（
下
四
浦
）
88
歳

・
女
性

　

池
田　

タ
エ（
松
葉
）
88
歳

※
年
齢
は
平
成
28
年
２
月
10
日
時
点

〈問合せ先〉総務課35-0211
子どもさん（赤ちゃん）のご応募をお待ちしています。お誕生日の記念にいかがですか？

イチバンちゃん募集中！！

わがやのイチバン

メッセージ

「お兄ちゃんと仲良く、大きく
育ってね。」

香
典
返
し
〈
２
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

仲
宗
根
　
俊
　
夫
（
平
　
原
）

内
　
村
　
豊
　
裕
（
上
川
上
）

橋
　
口
　
伸
　
也
（
平
　
原
）

高
　
岡
　
富
　
子
（
上
川
下
）

十
島
菅
原
神
社
の
梅
の
花
が
見
ご
ろ

を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
村
内
で
は
、

至
る
所
に
桃
色
や
白

に
色
づ
い
た
梅
の
花

が
咲
き
乱
れ
、
春
の

訪
れ
を
告
げ
て
い
ま

し
た
。

【今月の表紙】

生年月日：平成２７年１０月１日

お父さん：宏文さん 

お母さん：友里香さん 

竹
た け

松
ま つ

　渚
な ぎ

紗
さ

 ちゃん

（松馬場）
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